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○
我

が
国

の
ど
こ
で
も
地

震
が

発
生

し
う
る
も
の

と
し
て
、
地

震
・
津

波
へ

の
備

え
を
万

全
に
す
る
べ

き
○

南
海

ト
ラ
フ
に
お
け
る
海

溝
型

巨
大

地
震

対
策

は
国

土
全

体
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
の

観
点

が
必

要
○
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
の
同
時
発
生
だ
け
で
な
く
、
時
間
差
発
生
や
内
陸
地
震
、
台
風
災
害
な
ど
と
の
複
合
災
害
に
留
意

○
基
幹
産
業
の
被
災

に
よ
る
経
済
の
停
滞
を
防
ぐ
た
め
、
災
害
対
応
の
計
画
（
BC

P）
策
定

○
首
都
直
下
地
震
対
策
は
、
関
東
大
震
災
ク
ラ
ス
の
地
震
に
つ
い
て
検
討

東
北

地
方

太
平

洋
沖

地
震

を
教

訓
と
し
た
地

震
・
津

波
対

策
に
関

す
る
専

門
調

査
会

報
告

要
点

主
旨

○
東

日
本

大
震

災
の

辛
い
経

験
と
厳

し
い
教

訓
は

、
過

去
、
現

在
、
そ
し
て
未

来
を
つ
な
ぐ
証

拠
と
し
て
、
ま
た
、
災

害
に
負

け
な
い
国

土
づ
く
り
、
地

域
づ
く
り
へ
の

知
恵

と
し
て
、
永

遠
に
引

き
継

が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

○
政

府
に
お
い
て
は

、
本

報
告

を
踏

ま
え
、
我

が
国

に
お
け
る
地

震
・
津

波
対

策
全

般
に
つ
い
て
必

要
な
見

直
し
を
実

施
し
、
今

後
の

防
災

対
策

に
万

全
を
期

し
、
ひ
い
て
は

国
民

の
生

命
、
財

産
を
守

る
と
い
う
行

政
と
し
て
の

根
幹

的
な
責

務
を
十

二
分

に
果

た
す
こ
と
を
期

待
す
る
。

今
回

の
地

震
・
津

波
被

害
の

特
徴

と
検

証
防

災
対

策
で
対

象
と
す
る
地

震
・
津

波
の

考
え
方

津
波

対
策

を
構

築
す
る
に
あ
た
っ
て
の

こ
れ

か
ら
の

想
定

津
波

の
考

え
方

被
害
想
定
に
つ
い
て

今
後

の
大

規
模

地
震

に
備

え
て

今
後

の
防

災
対

策
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
の
記
録
の
保
存
と
今
後
の
防
災
対
策
の
情
報
発
信

津
波
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
の
対
策
に
つ
い
て

今
回

の
地

震
・
津

波
被

害
の

特
徴

と
今

後
の

想
定

津
波

の
考

え
方

地
震

・
津

波
対

策
の

方
向

性

揺
れ
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
の
対
策
に
つ
い
て

今
後

に
向

け
て

○
巨

大
な
地

震
・
津

波
に
よ
る
甚

大
な
人

的
・
物

的
被
害
が
発
生

○
想
定
で
き
な
か
っ
た
M
９
.０
の
巨

大
な
地

震
○
実

際
と
大

き
く
か

け
離

れ
て
い
た
従

前
の

想
定

/  
海
岸
保
全
施
設
等
に
過
度
に
依
存
し
た
防
災
対

策
/ 実

現
象
を
下
回
っ
た
津
波
警
報
な
ど

○
あ
ら
ゆ
る
可

能
性

を
考

慮
し
た
最

大
ク
ラ
ス
の

巨
大

な
地

震
・
津

波
を
検

討

○
古

文
書

等
の

分
析

、
津

波
堆

積
物

調
査

、
海

岸
地

形
等
の
調
査
な
ど
の
科
学
的
知
見
に
基
づ
き
想
定

地
震

・
津

波
を
設

定
○
地

震
学

、
地

質
学

、
考

古
学

、
歴

史
学

等
の

統
合

的
研
究
を
充
実

○
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た
被
害
想
定
手
法
・
項
目
の
見
直
し

今
回
の
被
害
を
十
分
に
調
査
分
析
し
、
改
善
を
行
う
。
ま
た
、
防
災
対
策
推
進
の
効
果
を
定
量
的
に
示
す
手
法
を
検
討
す
る

○
最
大
の
被
害
が
発
生
す
る
シ
ナ
リ
オ
を
含
め
複
数
の
シ
ナ
リ
オ
を
想
定

最
大

の
被

害
が
発

生
す

る
シ
ナ
リ
オ
を
含

め
、
発

生
時

期
、
時

間
帯

、
気

象
状

況
等

が
異

な
る
複

数
の
シ
ナ
リ
オ
を
想

定
す

る

今
後
、
二
つ
の
レ
ベ
ル
の
津
波
を
想
定

○
発

生
頻

度
は

極
め
て
低

い
も
の

の
、
甚

大
な
被

害
を
も
た
ら
す
最

大
ク
ラ
ス
の

津
波

・
住

民
等

の
生

命
を
守

る
こ
と
を
最

優
先

と
し
、
住

民
の

避
難

を
軸

に
、
と
り
う
る
手

段
を
尽

く
し
た
総

合
的

な
津

波
対

策
を
確

立
○

発
生

頻
度

は
高

く
、
津

波
高

は
低

い
も
の

の
大

き
な
被

害
を
も
た
ら
す
津

波

・
人

命
保

護
に
加

え
、
住

民
財

産
の

保
護

、
地

域
の

経
済

活
動

の
安

定
化

、
効

率
的

な
生

産
拠

点
の

確
保

の
観

点
か

ら
、
海

岸
保

全
施

設
等

を
整

備

○
記
録
を
後
世
へ
引
き
継
ぎ
、
知
見
や
教
訓
を
諸
外
国
に
対
し
て
広
く
情
報
発
信

○
防
災
基
本
計
画
は
、
津
波
対
策
に
関
す
る
記
述
を
大
幅
に
拡
充

○
地
方
公
共
団
体
等
に
対
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
指
針
等
は
内
容
を
十
分
に
検
証
し
、
見
直
す

○
災
害
対
策
法
制
、
危
機
管
理
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討

○
建
築
物
の
計
画
的
な
耐
震
化
、
必
要
性
の
啓
発
活
動
強
化

耐
震

化
を
計

画
的

に
進

め
、
天

井
落

下
防

止
対

策
、
家

具
等

固
定

対
策

等
を
促

進
、
必

要
性

の
啓

発
活

動
を
強

化
○
長
周
期
地
震
動
対
策

/ 液
状
化
対
策

長
周

期
地

震
動

対
策

、
液

状
化

対
策

を
着

実
に
進

め
る

（
４
）
津

波
に
対

す
る
防

災
意

識
の

向
上

○
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

充
実

配
布

す
る
こ
と
だ
け
で
認

知
度

を
高

め
る
こ
と
に
は
限

界
が
あ
り
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
内

容
に
つ

い
て
、
し
っ
か
り
と
伝

え
る
制

度
・
仕

組
み

を
構

築
す

る
○

徒
歩

避
難

原
則

の
徹

底
等

と
避

難
意

識
の

啓
発

徒
歩

に
よ
る
避

難
を
原

則
と
す

る
。
今

回
自

動
車

で
避

難
し
生

存
し
た
者

も
多

く
存

在
す

る
こ
と
を
踏

ま
え
、
避

難
者

が
自

動
車

で
安

全
か
つ

確
実

に
避

難
で
き
る
方

策
に
つ

い
て
、
今

後
検

討
す

る
○

防
災

教
育

の
実

施
と
地

域
防

災
力

の
向

上

住
ん
で
い
る
地

域
の
特

徴
や

地
震

・
津

波
に
対

す
る
危

険
性

、
過

去
の
被

害
状

況
、
得

ら
れ
た
教

訓
に
つ

い
て
、
継

続
的

か
つ

充
実

し
た
防

災
教

育
を
全

国
的

に
実

施
し
、
住

民
に
お

い
て
も
共

有
し
て
い
く
取

組
を
強

化
す

る

（
３
）
地

震
・
津
波

に
強

い
ま
ち
づ
く
り

○
多

重
防

護
と
施

設
整

備

津
波

に
よ
る
浸

水
被

害
を
軽

減
し
、
避

難
の
た
め
の
リ
ー

ド
タ
イ
ム
を
長

く
す

る
た
め
、
粘

り
強

い
海

岸
保

全
施

設
等

や
多
重
防
護
と
し
て
の
道
路
盛
土
等
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
活
用
等
に
よ
る
二
線
堤
を
整
備
す
る

○
行

政
関

連
施

設
、
福

祉
施

設
等

は
、
浸

水
リ
ス
ク
が

少
な
い
場

所
に
建

設

最
大

ク
ラ
ス
の
津

波
が
発

生
し
た
場

合
に
お

い
て
も
、
行

政
・
社

会
機

能
を
維

持
す

る
た
め
に
、
行

政
関

連
施

設
、
避

難
場

所
、
福

祉
施

設
、
病

院
等

は
浸

水
リ
ス
ク
が
少

な
い
場

所
に
建

設
す

る
○

地
域

防
災

計
画

と
都

市
計

画
の

有
機

的
な
連

携

地
域
防
災
計
画
と
都
市
計
画
を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
、
長
期
的
な
視
点
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。
そ
の
際
、

防
災

に
関

す
る
専

門
家

の
参

画
を
必

要
に
応

じ
て
求

め
る

（
２
）
円

滑
な
避

難
行

動
の

た
め
の

体
制

整
備

と
ル

ー
ル

づ
く
り

○
津

波
警

報
と
防

災
対

応
津

波
警

報
は
、
そ
の
伝

達
す

べ
き
内

容
に
つ

い
て
、
受

け
手

の
立

場
に
立

っ
て
検

討
す

る
。
津

波
警

報
や

予
想

さ
れ
る
津

波
高
に
応
じ
た
防
災
活
動
・
避
難
行
動
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
な
検
討
を
行
う

○
情

報
伝

達
体

制
の

充
実

・
強

化
津

波
襲

来
時

の
情

報
伝

達
は
、
防

災
行

政
無

線
、
J-
A
L
E
R
T
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
携

帯
電

話
、
ワ
ン
セ
グ
等

の
あ
ら
ゆ
る
手

段
を
活

用
す

る
と
と
も
に
、
広

域
停

電
や

庁
舎

被
災

な
ど
を
想

定
し
た
対

応
を
検

討
す

る
○

地
震

・
津

波
観

測
体

制
の

充
実

・
強

化
津

波
予

測
の
高

精
度

化
の
た
め
、
海

域
部

の
海

底
地

震
計

、
沖

合
水

圧
計

、
G
P
S
波

浪
計

等
の
観

測
体

制
を
充

実
す

る
○

津
波

避
難

ビ
ル

等
の

指
定

、
避

難
場

所
や

避
難

路
の

整
備

ま
ち
づ

く
り
と
一

体
と
な
っ
て
避

難
場

所
・
津

波
避

難
ビ
ル
等

や
避

難
路

・
避

難
階

段
を
整

備
す

る
。
津

波
避

難
ビ
ル
等

に
つ

い
て
は
、
指
定

要
件
や
構
造
・
立
地
基
準
の
見
直
し
を
行
う

○
避

難
誘

導
・
防

災
対

応
に
係

る
行

動
の

ル
ー
ル

化
避

難
行
動
や
避
難
状
況
な
ど
に
つ
い
て
網
羅
的
に
調
査
分
析
を
行
う

津
波

到
達

時
間

内
で
の
防

災
対

応
や

避
難

誘
導

に
係

る
行

動
ル
ー

ル
を
定

め
る

（
１
）
基

本
的

考
え
方

○
最

大
ク
ラ
ス
の
津

波
に
対

し
て
は
、
被

害
の
最

小
化

を
主

眼
と
す

る
「
減

災
」
の
考

え
方

に
基

づ
き
、
海

岸
保

全
施

設
等

の
ハ
ー

ド
対

策
と
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
整

備
な
ど
の
避

難
を
中

心
と
す

る
ソ
フ
ト
対

策
を
組

み
合

わ
せ

て
実

施
○

津
波

か
ら
の
避

難
は
、
強

い
揺

れ
や

長
い
揺

れ
を
感

じ
た
場

合
、
迷

う
こ
と
な
く
自

ら
高

い
場

所
に
避

難
す

る
こ
と
が
基

本
○

津
波

到
達

時
間

が
短

い
地

域
で
は
、
概

ね
５
分

程
度

で
避

難
で
き
る
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
を
目

指
す

べ
き
。
た
だ
し
、
地

形
的

条
件

な
ど
の
状

況
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
対

応
が
困

難
な
地

域
で
は
、
津

波
到

達
時

間
な
ど
を
考

慮
し
て
避

難
方

策
を
検

討

⇒
反

省
と
教

訓
を
も
と
に
防

災
対

策
全

体
を
再

構
築

1
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東
北

地
方

太
平

洋
沖

地
震

を
教

訓
と
し
た
地

震
・
津

波
対

策
に
関

す
る
専

門
調

査
会

検
討

の
経

緯
等

東
北

地
方

太
平

洋
沖

地
震

で
は

、
こ
れ

ま
で
の

想
定

を
は

る
か

に
超

え
た
巨

大
な
地

震
・
津

波
が

発
生

し
、
一

度
の

災
害

で
戦

後
最

大
の

人
命

が
失

わ
れ

甚
大

な
被

害
を
も
た
ら
す
な
ど
、
こ
れ

ま
で
の

我
が

国
の

地
震

・
津

波
対

策
の

あ
り
方

に
大

き
な
課

題
を
残

し
た
。

⇒
今

回
の

地
震

・
津

波
の

発
生

、
被

害
の

状
況

に
つ
い
て
、
調

査
分

析
の

上
、
今

後
の

地
震

・
津

波
対

策
を
検

討
す
る
こ
と
が

必
要

東
北

地
方

太
平

洋
沖

地
震

を
教

訓
と
し
た
地

震
・
津

波
対

策
に
関

す
る
専

門
調

査
会

の
検

討
の

背
景

○
第
１
回
会
合
（
平
成
２
３
年
５
月
２
８
日
）

○
中

間
と
り
ま
と
め
公

表
（
平

成
２
３
年

６
月

２
６
日

）
～

今
後

の
津

波
防

災
対

策
の

基
本

的
考

え
方

に
つ
い
て
～

（
第

１
回

～
第

４
回

ま
で
の

検
討

内
容

）
・
今
回
の
地
震
・
津
波
被
害
に
関
す
る
分
析

・
大
規
模
地
震
対
策
に
お
け
る
対
象
地
震
の
考
え
方

・
津

波
に
よ
る
被

害
の

抑
止
・
軽
減
の
た
め
の
基
本
的
方
向
性

・
津
波
防
御
の
た
め
の
施
設
整
備
の
基
本
的
な
考
え
方

（
第

５
回

～
第

１
２
回

ま
で
の

検
討

内
容

）
・
地
域
に
お
け
る
津
波
防
災
の
取
組
み

・
津
波
被
害
軽
減
の
た
め
の
土
地
地
用
の
あ
り
方

・
発
災
時
に
お
け
る
津
波
避
難
の
た
め
の
方
策

・
被

害
想

定
の

考
え
方

・
海
溝
型
大
規
模
地
震
に
伴
う
広
域
災
害
へ
の
対
応

・
防
災
基
本
計
画
の
見
直
し

今
後

の
政

策
へ

の
反

映

（
１
）
防

災
基

本
計

画
の

見
直

し
（
２
）
大

規
模

地
震

対
策

の
検

討
・
例
：
東
海
地
震
、
東
南
海
地
震
、
南
海
地
震
の
連
動
発
生

（
３
）
東

日
本

大
震

災
の

復
旧

・
復

興
へ

の
反

映
等

今
回

の
地

震
・
津

波
の

発
生

、
被

害
状

況

○
報

告
公

表
（
平

成
２
３
年

９
月

２
８
日

）

検
討

の
経

緯

巨
大

な
地

震
、
そ
れ

に
伴

う
津

波
に
よ
り
、
広

域
に
甚

大
な
被

害
が

発
生

し
た

Ⅰ
．
地

震
の

概
要

１
．
発

生
日

時
平

成
２
３
年

３
月

１
１
日

（
金

）
１
４
時

４
６
分

２
．
震

源
及

び
規

模
（
推

定
）

モ
ー
メ
ン
ト
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
Ｍ
ｗ
９
．
０
、
深

さ
約

２
４
㎞

３
．
余

震
：
Ｍ
７
．
０
以

上
６
回

、
Ｍ
６
．
０
以

上
９
６
回

、
Ｍ
５
以

上
５
７
９
回

被
害

の
状

況

地
震

・
津

波
の

状
況

地
震

の
断

層
に
つ
い
て


最

大
す
べ

り
量

は
約

３
０
ｍ


主
な
断
層
の
長

さ
は

約
４
５
０
ｋ
ｍ
、
幅

は
約

１
５
０
ｋ
ｍ


破

壊
継

続
時

間
は

約
１
７
０
秒

間


大
き
く
す
べ

っ
た
領

域
の

周
辺

で
余

震
が

多
発

Ⅱ
．
津

波
の

概
要

東
北
地
方
太
平
洋
側
沿
岸
を
中
心
に
巨
大
な
津
波
が
発
生
。
津
波
に
よ
る
浸

水
面

積
は

５
６
１
km

2 に
及
ぶ
。

人
的

被
害

死
者

：
1
5
,8
2
1
名
、
行

方
不
明

者
：
3
,9
2
6
名
（
1
0
月

6
日

時
点
）

建
物

被
害

全
壊
建
物
：
1
1
8
,4
9
9
戸
、
半
壊
建
物
：
1
8
0
,2
9
7
戸
（
1
0
月
6
日
時
点
）

災
害

救
助

法
の

適
用

2
4
1
市

区
町

村
（
1
0
都

県
） （

※
）
長
野
県
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震
で
適
用
さ
れ
た
4
市
町
村
（
2
県
）
を
含
む

（
出
典
）
・
人
的
被
害
、
建
物
被
害
：
警
察
庁
広
報
資
料
（
1
0
月
6
日
）
・
災
害
救
助
法
の
適
用
：
厚
生
労
働
省
「
平
成
2
3
年
（
2
0
1
1
年
）
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
関
連
情
報
（
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
市
町
村
）
」
「
長
野
県
北
部
の
地
震
に
か
か
る
災
害
救
助
法
の
適
用
に
つ
い
て
」

震
度

分
布

図

（
出
典
）
気
象
庁
「
平
成
23

 年
(2
01

1 
年
)東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」
に
つ
い
て
（
第
５
７
報
）
（
H2

3.
10

.6
 1
6:
00

）
」
、

「
平
成
23

年
3月

地
震
・
火
山
月
報
（
防
災
編
）
」
、

気
象
庁
資
料

50
km

2 以
上

～

30
km

2 以
上

～
50

km
2 未

満

20
km

2 以
上

～
30

km
2 未

満

10
km

2 以
上

～
20

km
2 未

満

0k
m

2 以
上

～
10

km
2 未

満

（
出
典
）
国
土
地
理
院
資
料
よ
り
内
閣
府
作
成

浸
水

面
積

（
km

2 ）

岩
手
県

５
８

宮
城
県

３
２
７

福
島
県

１
１
２

そ
の

他
※

６
４

合
計

５
６
１

※
そ
の
他
：
青
森
県
、
茨
城
県
、

千
葉
県

各
市

町
村

の
浸

水
面

積

（
９
月

２
６
日

時
点

）

（
出
典
）
気
象
庁
「
平
成
2
3
年
3
月

地
震
・
火
山

月
報
（
防
災
編
）
」
、
気
象
庁
提
供
資
料

浸
水
高
、
遡
上
高
に
つ
い
て

浸
水
高
：
津
波
到
達
時
の
潮
位
か
ら
津
波
の
痕
跡
ま
で
の
高
さ

遡
上
高
：
津
波
到
達
時
の
潮
位
か
ら
津
波
が
駆
け
上
が
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
の
高
さ

福
島

県
相
馬
：
9.

3m
以

上
宮

城
県

石
巻
市
鮎
川
：
8.

6m
以

上
岩

手
県

宮
古
：
8.

5m
以

上
岩

手
県

大
船
渡
：
8.

0m
以

上
等

津
波

の
観

測
状

況
（
気

象
庁

）

（
出

典
）
浸

水
高

、
遡
上

高
：

「
東

北
地

方
太

平
洋

沖
地

震
津
波

合
同
調
査
グ
ル
ー
プ
」
に
よ
る
速
報

値
（
20

11
年
5月

9日
）

注
：
使

用
デ
ー
タ
は

海
岸

か
ら
２
０

０
ｍ
以

内
で
信

頼
度

Ａ
（
信

頼
度
大

な
る
も
の
。
痕
跡
明
瞭
に
し
て
、
測

量
誤

差
最

も
小

な
る
も
の
）
を
使

用
。

津
波

の
痕

跡

○
中
央
防
災
会
議
に
て
専
門
調
査
会
設
置
（
平
成
２
３
年
４
月
２
７
日
）

2

遡
上
高

浸
水
高

海
岸
堤
防

津
波
来
襲
時
の
潮
位

東
京

湾
平

均
海

面
（
T
.P
.）

震
央
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